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Ａ．研究目的 

近年種々の医療関係の情報が電子化され、

その二次利用の重要性が認識されてきている。

小児期の慢性疾患患者が多く登録されている

小児慢性特定疾病登録データベースと診療情

報明細書（レセプト）データの突合により、新

たな知見が見いだせる可能性が期待されるが、

これらのデータベースをリンケージする際に

は、『疾患名』が重要となる。平成 27 年度以

降は小児慢性特定疾病における対象疾病は、

登録の基準となる疾患名が明確に定義され、

登録データ上『疾患名』の揺れはかなり減少

したと思われるが、レセプトデータベースは、

同一の概念の疾患であっても複数の傷病名が

登録可能であり、また例外的ではあるが、自

由記載による傷病名の登録も許されている。

従って、双方のデータベースをリンケージす

るにあたり、レセプトデータベースに記録さ

れている傷病名をグループ化し、同一の疾患

概念と思われるレコードをまとめることが必

要となる。コンピュータにより傷病名を疾患

概念ごとにグループ化するためには、予めど

のような語句がどのような疾患概念に属して

いるかの定義をする必要があるが、膨大な数

のレセプトデータを事前に解析し、グループ

化に必要となる辞書やオントロジーを定義す

る作業が求められるが、これらは人力で行わ

ざるを得ず、現実的に不可能である。 

非構造化データの集合である一般の文章を

機械で解析する自然言語解析の技術の一つで
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あ る InterSystems IRIS Natural Language 

Processing (NLP) Japanese は、従来の自然言語

解析技術とは異なり事前に辞書を準備しなく

とも解析が可能とされる。IRIS NLP Japanese

は、文章（非構造化データ）を意味のあるデー

タ項目（構造化データ）に変換することので

きる自然言語処理技術の一つであり、原文中

から検出される「エンティティ」と呼ぶ語句

単位を切り出し、そのエンティティ同士の関

連性を「パス」と呼ぶデータ項目として自動

的に算出する。文章を単語要素単位に細断し

解析する従来の自然言語解析手法とは事なり、

IRIS NLP Japanese は、一単語以上からなる「エ

ンティティ」を検出する。エンティティは単

語ではなく文法を基に、文中から人間からみ

ても意味の残っている「エンティティ」の切

れ目を見出す。さらにこの解析には、面倒で

限界のある辞書やオントロジーを予め定義す

る必要がない。 

一般的な文字列解析は、文字列の完全一致

であれば容易に検索が可能であるが、文字列

に記載揺れがある場合、検索対象とする文字

列を決め部分一致をさせる必要がある。この

場合検索対象とする文字列を予め辞書として

用意する必要があるが、膨大なレセプトデー

タに任意の文字列として記録されている傷病

名文字列に対応する辞書を作成することは、

極めて困難である。もし IRIS NLP Japanese の

技術が傷病名という短い語句の集合体におい

ても有効に作用するのであれば、傷病名の類

型化という、極めて重要であるにも関わらず

現在のところは人力による確認しか解決策が

ない課題に対する画期的な解法となり得る可

能性がある。そこで本研究は、予め辞書やオ

ントロジーを用意する必要の無い IRIS NLP 

Japanese の技術を利用して、膨大な傷病名リ

ストから、類似する傷病名をグループ化する

ことが可能であるかの検討を行った。 

 

Ｂ．研究方法 

本研究では、神奈川県および県下 33 市町村

ならびに神奈川県国民健康保険団体連合会の

全面協力のもと、県内の国民健康保険における

レセプトデータを用いて、レセプトデータ

ベースにおける傷病名の登録状況を把握し、

同一の疾患概念のレセプト傷病名を類型化す

ることが技術的に可能であるかの検討を行っ

た。平成 25 年 1 月審査分から平成 26 年 12 月

審査分ならびに平成 28 年 1 月審査分から平

成 29 年 9 月審査分までの 20 歳未満の被保険

者に関する神奈川県国民健康保険レセプト

データを用いた。 

1. レセプトデータにおける傷病名（レセプト

傷病名）は、コード化されている。このた

め一般財団法人医療情報システム開発セ

ンター（MEDIS）による標準病名マスター

と突合し、日本語病名への変換と ICD-10

コードへの紐付けを行った 

2. レセプト傷病名のうち、コード番号 999 は

傷病名の自由記載コードであり、自由記載

用フィールドにレセプト請求を行った医

療機関で入力された自由記載による傷病

名が含まれている。コード化された他の傷

病名と合わせ、コード 999 により自由記載

された傷病名も本研究による類型化の対

象とした 

3. 全く文字列に類似性のない傷病名同士の

関係性は、ICD-10 コードを利用してグ

ループ化を行った 

 

（倫理面への配慮） 

研究の遂行にあたっては、「人を対象とする



医学的研究に関する倫理指針」（平成 26 年文

部科学省・厚生労働省告示）を遵守するとと

もに、国立成育医療研究センター倫理審査（受

付番号：1729）の承認を受けて行われた。 

 

Ｃ．研究結果 

IRSI NLP Japanese により標準病名と自由記

載された傷病名との比較・類型化を行った。

その結果、以下の様な結果が得られた。 

全く事前の辞書準備が無い状態で、日本語と

しての語句の切れ目を正しく理解するととも

に、欠けている語句を補完しての認識（表 1）、

修飾語を伴う傷病名に対し、主たる語句を抽出

して認識（表 2）、長音の有無を含む語句の入れ

替えの認識（表 3）を行うことができた。 

表 1 欠けている語句を補完して認識 

自由記載傷病

名 
標準病名 

ICD10

コ ー

ド 

アミノ酸代謝

異常 

アミノ酸代謝異

常症 
E729 

ダウン症 ダウン症候群 Q909 

右心低形成 
右心低形成症候

群 
Q226 

フォンタン術

後 

フォンタン術後

症候群 
I971 

Ｂ６欠乏症 
ビタミンＢ６欠

乏症 
E531 

 

表 2 主たる意味を持つ語句を認識 

自由記載傷病

名 
標準病名 

ICD10

コ ー

ド 

おたふくかぜ

の疑い→反復

性耳下腺炎 

反復性耳下腺炎 K112 

びらんを伴う

難治性口内炎 
難治性口内炎 K121 

両（瘢痕期）

未熟児網膜症 
未熟児網膜症 H351 

表 3 語句の順番の入れ替えを認識 

自由記載傷病

名 
標準病名 

ICD10

コ ー

ド 

エーラース・

ダンロス症候

群（血管型） 

血管型エーラ

ス・ダンロス症

候群 

Q796 

ファロー四徴

症（極型） 

極型ファロー四

徴 
Q213 

急性腎炎（溶

連菌感染後）

の疑い 

溶連菌感染後急

性糸球体腎炎 
N009 

 

一方で、認識に誤りがあった場合も認められ

た。修飾語を主たる意味をもつものと誤認し判

断しているものが多かった。多くは外傷や整形

外科、耳鼻科、眼科の領域で使用される体の部

位を主たる意味をもつと誤認するケースで

あった（表 4）。 

 

表 4 主たる意味を持つ語句の誤認 

自由記載傷病

名 
標準病名 

ICD10

コ ー

ド 

じんま疹（全

身） 
全身倦怠感  

肺動脈閉鎖症

（純型閉鎖）

術後 

僧帽弁形成術後  

 

Ｄ．考察 

膨大なレセプトデータに記録されている「傷



病名」を機械的にグループ化できるかどうかの

検証を行った。自然言語解析の技術の一つであ

る IRIS NLP Japanese を用いたところ、傷病名

という短い語句集合体であっても、全くの辞書

を準備していない状態で、予想以上に正しくエ

ンティティの認識が成されることが分かった。

自由記載される傷病名については、文字の欠損

や挿入がどのように発生するかを事前に予測

することは極めて難しく、今回の結果のように、

自動的に語句や文字の欠損や入れ替えを乗り

越えて類型化が可能であったことは、今後のレ

セプト解析において極めて有益な結果である

と思われた。 

今回誤った類型化が成された結果では、型だ

の部位や処置に関する語句を重要と判断して

類型化を行っている事例が最も多かった。本研

究では IRIS NLP Japanese の能力を判定するた

めに、意図的に事前の辞書を全く準備しなかっ

たが、IRIS NLP Japanese は用意された辞書を事

前知識として利用する事も可能であることか

ら、体の部位や処置が修飾語であるという情報

を与えておけば、より精度の高い結果が得られ

る可能性があると思われた。 

 

Ｅ．結論 

自然言語解析の技術の一つである IRIS NLP 

Japanese 利用により、これまで取扱が困難で

あったレセプト傷病名について、実現可能な

作業量で、疾患概念ごとの類型化が行える可

能性が示された。 
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